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研究成果の概要（和文）：教育センターのWebデータベース上で公開されている学習指導案を収集し、横断検索
可能なプロトタイプシステムを開発した。そのために、都道府県教育センターの学習指導案公開状況を網羅的に
調査したうえで、学習指導案の執筆法に関する図書や実際の学習指導案データのサンプルを分析し、初等中等教
育の学習指導案に特化した検索化手法の検討を行った。その結果、「見出し語シソーラスによる同義語検索」
「見出し出現位置範囲による重みづけ」「見出し項目名と項目値の近傍検索」の3つを有効な手法として提案し
た。

研究成果の概要（英文）：We developed web-based metasearch engine for teaching plans in 
primary/secondary education. This metasearch engine has a function of crawling teaching plans data 
from education center in each local govement. 
We proceeded the research as follows: (1)We researched disclosure status of teaching plans from each
 education center. (2)We analyzed handbooks of teaching plans and actual sample data of teaching 
plans. We discussed how to implement search engines specializing in educational plans of 
primary/secondary education. (3)As a result, we proposed three methods: Synonym search using 
thesaurus, Weighting by range of appearance position, Neighbor search of item name and item value.

研究分野： 図書館情報学・教科教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
学習指導案とは、小・中・高等学校におい

て実施される授業の内容を、教員自身が詳細
に記した文書である。これは、教員が授業準
備を行う際の計画書であり、学校現場におけ
る授業の質的保障に資するだけでなく、教員
間での教育方法の情報交換に用いられたり、
教育実習生の指導資料として用いられるな
ど、授業向上の点でも重要性を増している。
大学の教職課程においても、教科教育法等の
授業で学習指導案の執筆方法はほぼ必ず教
授され、学習指導案執筆は教員としての最低
限の資質であると同時に、学校現場で行われ
ている授業そのものを他者へ伝える教育成
果物ともいえる。近年は、授業向上における
学習指導案の重要性が注目され、学習指導案
を効率的に作成するためのシステムが研究
開発されている。（井上 ,岡本 .1996; 岩
井.2004）一方で、学習指導案は日本全国の
学校教員により日々作成され、既に Web 上
で公開されているものが多数存在する。これ
らの学習指導案を参考にすることにより、同
校種・同教科で実施されている授業の実態を
把握したり、他者の授業から良い点を取り入
れて新たな授業を構成するなど、授業向上が
円滑に進められることが予測される。しかし、
Web 上で公開されている数多くの学習指導
案のデータには、以下のような問題点があり、
効率的に再利用を行うことが難しい状況と
なっていた。 

 
・ Web 上で公開されている学習指導案は、

各地方自治体の教育委員会や研修セン
ター毎に独自に取りまとめらており、個
別にデータベース化されている。よって、
それぞれのホームページ等を個別に参
照しなければならず、校種・教科等の条
件で横断的に検索することができない。 

・ 日本全国でみれば膨大な数の学習指導
案が公開されているが、上記の通り地方
自治体ごとに個別にデータベース化さ
れているため、単独のデータベース上で
検索しても、特定の校種・教科あたりの
データ件数は少なく、参考にできる母数
が少ない。特定の校種・教科に関する学
習指導案を地域問わず幅広く集めよう
とすると、各ホームページを個別に何度
も行き来しなければならず、非常に手間
がかかり教員への負担が大きい。 

・ 学習指導案の中身についても、書き方の
様式が統一されておらず、校種・教科に
よってバラバラの状態である。そのため、
多くのデータベースでは、学習指導要領
上の特定の単元のもののみ絞り込んだ
り、授業展開の内容について全文検索を
行うなどの複雑な検索はできず、現場教
員の細かな授業ニーズに対応した検索
を行うことができない。 

・ これらの理由により、現場教員が日常的
な授業準備の中で本当に必要とする学

習指導案を発見するためには、多大な労
力が必要となる。結果として、せっかく
Web 上で多くの学習指導案が公開され
ているにも関わらず、効果的に再利用す
ることは難しい現状となっていた。 

 
これらの問題点を解決し、学習指導案を検

索可能とするための研究もいくつか試みら
れているが、特定の大学内・課程内での執筆
成果を共有するもの (森本 ,植野 ,横山 ,宮
寺.2005)であったり、検索可能なように設計
された専用の記述言語を新たに開発したも
の(伊藤.2007)であり、いずれも、既に現場教
員によって作成された膨大な学習指導案資
源の再利用を実現するものではない。 
 
２．研究の目的 
上記のような背景をふまえ、本研究では、

Web 上に公開されている全国の学習指導案
を一括検索できる「横断検索エンジン」を開
発し、現場教員が必要とする学習指導案の発
見を円滑化する環境を実現することを目的
とした。そのために必要な学習指導案文書か
らの内容抽出技術を確立し、データ収集と検
索システムの構築を行うことを目指した。 
最終的な将来展望としては、本横断検索シ

ステムを通して、各教育委員会・研修センタ
ーの学習指導案データベースへのアクセス
が活性化することで、公的予算で構築された
各データベースが有効活用されているとい
う評価へと繋がり、将来的なデータベース維
持・向上に向けた存在意義を高めるという社
会的効果を誘発することも志向した。 
 
３．研究の方法 
(1) 学習指導案の構成要素の分析と、横断検
索可能化に必要な技術の検討 
最初に、様式や項目が全く異なる学習指導

案データから、検索に必要な情報を自動抽出
するための、技術検討を実施した。Web 上の
教育文書からの内容抽出に関しては、高等教
育における事例が先行している。例えば、メ
ディア教育開発センターでは、Web 上で公開
されている大学の授業シラバスの HTML 構造
を解析し、教育情報を横断的に検索できるシ
ステムを構築した(辻,森本.2009)ほか、シラ
バスの中で用いられる用語の頻度に着目し
て授業情報を抽出する研究 (篠原 ,地
蔵.2006)も試みられている。実際の学習指導
案のサンプルを参照しながら、これらの高等
教育における先行事例を適用可能かどうか
を検討しつつ、より初等中等教育へ特化した
独自の処理手法を検討し、有効性を比較検証
した。 
 

(2) 学習指導案データの自動収集と、横断検
索システムの構築 
次に、検索対象となる学習指導案データの

自動収集を行った。そのために、まず各地方
自治体の教育委員会や研修センター等が Web



上で公開している学習指導案データベース
の列挙作業を行った。この列挙作業では、各
データベースの検索 URL や、検索用の HTTP
クエリの形式、検索結果のレスポンス出力形
式を、1 つ 1 つ実際にアクセスしながら確認
して記録した。この列挙結果をもとに、デー
タを自動収集するプログラム（クローラ）の
実装に着手した。実装したクローラを稼働さ
せ、複数のデータベースから学習指導案デー
タを収集したうえで、(1)で検討された処理
を適用し、検索可能なようインデックス構築
を施した。そして、利用者用の検索インタフ
ェースを実装し、利用者は学習指導案に特化
した属性項目および全文検索用フリーワー
ドから学習指導案を検索できるよう、画面・
機能を構築した。 
 
４．研究成果 
(1) 学習指導案を効果的に検索するために
は、ファイル内容の全文検索だけでなく、教
科や単元名といった属性項目をキーとして
検索できるような状態にすることは欠かせ
ない。高等教育分野における先行研究で示さ
れた処理手法と、本研究にて初等中等教育向
けに特化した手法を合わせ、以下の 7つの検
索化技術を比較検討した。 
① 文書ファイル構造解析 
② 用語頻度による見出し推定 
③ 見出しデリミタのパターンマッチング 
④ 見出し出現順序グラフの構築 
⑤ 見出し語シソーラスによる同義語検索 
⑥ 見出し出現位置範囲による重みづけ 
⑦ 見出し項目名と項目値の近傍検索 
 各技術の適用可能性の検証に先立ち、実際
の学習指導案のサンプルを参照すべく、学習
指導案の書き方について掲載されている図
書（教職や教育実習の入門書，教員採用試験
の指南書，授業研究の専門書等）でどのよう
に内容項目名が規定されているか、収集調査
を行った。また、次節(2)に記載する各地方
自治体データベースの状況調査と同時並行
して実施し、掲載データ形式等の実態をもと
に実現可能性の検討を行った。 
 その結果、学習指導案の Web 公開を確認で
きた 25 都道府県のうち、html や txt のよう
にファイル構造をもとに自動的な文書処理
が可能な形式を含んでいたのは3県のみであ
り、他は全て印刷体のレイアウトをそのまま
出力した pdf 形式であった。そのため、先行
研究で示された html の文書構造をもとに解
析する手法①は適さない結論となった。次に、
手法②については、項目の見出し語は文書を
問わず多数回出現することを期待して見出
し語を推定する手法であるが、実際の学習指
導案を図書およびデータベースからランダ
ムサンプリングして検証したところ、見出し
語の表記揺らぎが極端に大きいため、適用困
難であるとの結論に至った。例えば、「教科
書」を示す項目の場合、「教材，資料，学習
材，テキスト，出典」といった多数の同義語

が不規則に混用されており、教師無しの状態
では推定が困難な状況であった。③は、学習
指導案に記載される項目名は「1.教科書」
「【2】単元」のように番号付き箇条書きリス
トの形式で示されることに期待し、この際に
用いられる区切り記号（デリミタ）を検出し
て項目見出しと推定する手法を検討したが、
こちらも同様にデリミタの一貫性が無く、場
合によってはデリミタが存在せずワープロ
ソフトの体裁機能・装飾機能のみによって見
出しを強調している場合もあり、一元的に検
出困難との結論に至った。④は、学習指導案
に記載される項目は記載順序が大まかに決
まっているため、項目をノードとして順序パ
ターンを示した有向グラフを構築し、当ては
めることで項目推定する手法である。しかし
こちらも、大まかな記載位置に傾向はあって
も、グラフへ落とし込めるレベルで項目順序
を抽出すると、微妙な順序ゆらぎが無数に存
在しており、現実的な有限回で探索可能なグ
ラフへ収束する見込みが低くなったため、採
用を見送った。ここまでの手法はいずれも、
学習指導案は自治体や学校等による差異は
あれど、教育文書ゆえにある程度定型的に作
成されていることを期待し、そのパターンを
事前に認識することを目指したものだった
が、予想以上に学習指導案は非統一的に生成
されている実態が明らかになり、このような
アプローチは困難と判断せざるを得なかっ
た。 
 そこで本研究では、検索時のリアルタイム
処理によって要求された項目に近い内容を
上位に表示させる手法として、⑤～⑦を試行
した。⑤は、前述の項目名の同義語ゆらぎを、
事前にシノニムの辞書を構築し、シソーラス
検索を自動的に行うことで、解決する手法で
ある。シノニムは、前述の図書資料およびデ
ータベースからランダムサンプリングした
学習指導案データを用いて、人手で構築する
ことが必要となるが、検索結果の網羅性の向
上に寄与することが確認できた。⑥は、項目
検索した際の語が、他箇所で本文中に出現し
ている場合、その部分がノイズとして検索結
果に出現してしまうことを防ぐ手法である。
例えば、単元として「場合の数」と指定して
検索された場合、本時の展開等の本文中に
「この場合の数式は…」のような文章が記述
されている指導案もヒットする可能性もあ
るが、検索者からはノイズとして捉えられて
しまう。このような検索結果の順位を下げる
べく、“項目検索されるような単元や教科書
等の表記は、学習指導案文書中の冒頭～前半
部分の範囲に出現する”というヒューリステ
ィクスを用い、出現位置を基に重みづけする
ことが有効と検証された。⑦は、より精度を
高めるべく、項目検索されるような単元・教
科等の値の文字列は、項目見出しと同じ行も
しくは次行までに出現すると期待し、全文検
索エンジンによる近傍検索を適用すること
が効果的と判断したものである。 



 
(2) 横断検索対象となる学習指導案データ
を収集すべく、各地方自治体の教育センター
でWeb公開されている学習指導案の状況を調
査した。教育センターとは、地方教育行政法
第 30 条に基づき設置されている「教育に関
する専門的、技術的事項の研究又は教育関係
職員の研修」を行う施設であり、指導案の蓄
積も行っている場合が多い。教育センターは、
都道府県、政令指定都市、中核市等の単位で
設置され、全国で約 100 機関存在するが、今
回は都道府県教育センター47 機関を調査対
象とした。各教育センターの Web サイトから
リンクを辿り、複数教科の指導案が集約され
ており、かつ本文の電子データを閲覧可能な
ページが存在するか、確認した。存在した場
合は、ログインの要不要、検索項目やメタデ
ータ、提供されている指導案のファイル形式
等を記録した。その結果、Web サイト上で指
導案を集約し、ログイン不要な一般公開ペー
ジを確認できたのは、25 都道府県であった。
教科や学年等の検索項目で絞り込める都道
府県もある一方、フリーワード検索以外絞り
込み手段のない都道府県もあり、メタデータ
の整備状況には大きな差異があった。 
 本事業期間においては、これらの中から主
に pdf形式でファイルを公開している 4つの
データベースに着目し、データを自動収集す
るクローラプログラムを実装した。試行的に
収集した 4278 個の学習指導案ファイルを、
PDF 処理ライブラリ「Poppler」を通してテキ
スト化し、全文検索エンジン「Groonga」へ
登録してインデクシングした。「PHP」および
「MySQL」を用いた検索インタフェースを実
装し、(1)の⑤～⑦の検索処理を行うシステ
ムのプロトタイプとして、「Shidoan Search」
（図 1）を開発した。 
 

 

図 1 横断検索システム動作イメージ 
 
 今回の事業期間内においては、本プロトタ
イプの完成時期が教育実習の時期と合致せ
ず、教育実習生に対する授業向上への有効性
を認められるかどうかの実運用評価ができ
なかった。本開発に先んじて実施した現場教
員へのインタビュー等を通して、学習指導案
をはじめとする日常的な教員による教育成
果物の蓄積や共有がなされていない学校現

場の実態や、教育実習生への学習指導案執筆
の指導が十分でない状況が明らかになって
おり、本システムの全国的整備や利用可能化
のニーズは高いと考えられる。高等教育にお
いては、学術機関リポジトリという形で、教
員の日常的な教育研究成果物を蓄積する電
子図書館プラットフォームが普及しつつあ
るが、初等中等教育においては未だ整備促進
されていない現状がある。本研究で開発した
プロトタイプシステムを全国の都道府県・市
町村教育センターへと拡張して対応させ、数
万件以上にわたる大規模な横断検索システ
ムへと発展させることで、初等中等教育にお
ける教員成果物の電子図書館として機能さ
せることが、今後の展望である。 
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